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　こちらは、Ａさんです。
　Ａさんは、とある中小企業の部長職として、毎日を一生懸命がんばっていました。
　実は、このＡさん、ある悩みがあったのです。





『うーん、最近、なんだか、社内の雰囲気がバラバラというか、一致団結している雰囲気がない気がするんだよなぁ』






『あと、社内の活気が少なくなっているというか、なんとも社内が静かになっている気がするんだよなぁ。みんなのモチベーションが下がってきているのだろうか』
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『それに、最近、わが社にも色々な、多様な人財が入ってきてくれて、たとえば、昔から長年わが社でがんばってくれているベテラン社員さんから、最近入社してくれたフレッシュな若者から、多様な年齢層の人財が集まっているから、世代間の意識の違いとかも出てきているのかなぁとも思う』



『それに、もっと言えば、わが社もはじめて外国人人財の方に入社してもらったんだけど、
さすがにそもそも言語からして違うから、ますます、コミュニケーションとか、相互理解が難しくなってきた気がするなぁ』


『あー、そういえば、最近、同業者の集まりに行ったときに、会社の企業理念を作ったという同業者とか、会社のビジョンを決めたという同業者が増えていて、なんだか盛り上がっていたんだよな』　



『やっぱり、わが社も、そういうのを作った方が良いのだろうか。でも、いまいち、用語の意味とかからして、よくわからないんだよなぁ』
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『企業理念とか、経営理念とか、ビジョン、ミッション、バリュー、クレド、パーパス、フィロソフィとか、色々あって、よくわからないんだよなぁ。何から始めたら良いのかもわからないし。
　いったい、どうしたら良いのだろうか？』



『あ、そうだ、先日、うちの社内研修を担当してくれた研修講師の先生に、相談してみよう』





こちらが、その研修講師のＢさんです。
　
『あ、どうも、Ａ部長、先日はありがとうございました』




『あー、どうも、Ｂ先生、こちらこそ、ありがとうございました。
　ところで、今日は一つ相談がありまして』

『ご相談ですか、はい、なんなりとおっしゃってください』
　
　このとき、Ａ部長はＢさんに事情を説明しました。
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『なるほど、それは最近、よく聞かれるお話ですね。そのあたりは、色々な考え方があるようで、わたしも勉強中ですが、もしよかったら、あくまで私の一意見として、参考意見程度になりますが、私の考えをお話してもよいですか？』
　
『おお、ぜひぜひ、お聞きしたいです』
　
『はい、おっしゃるとおり、最近、企業理念、経営理念、ビジョン、ミッション、バリュー、クレド、パーパス、フィロソフィなど、こういった言葉、ワードがとてもよく聞かれるようになりましたよね。これらについて、私なりに色々調べているのですが』

『色々な考え方があるようで、またその言葉の定義からしても、人によって色々と違っていて、それぞれのようです。
それに、もちろん、法律になにか決まりがあるようなお話でもないので、様々な考え方があって良いのではないかと思われますので、企業様ごとに、自分の会社にあったものを選んで、少しずつ取り組んでいくのが良いのかなと思っています』

『なるほど、たしかに、そうですよね。私も色々調べてみたら、そもそも用語の定義からして人それぞれで、どれが正しいのだろうかと迷っていたのですが、そもそも色々な考え方があって良いようなお話ですもんね。　　最近、こういった理念などを考えて、発表する企業が増えているのは、どういった背景があるのでしょうか？』
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『はい、その一つの要因としては、こういった理念づくりに取り組むことによって得られるメリットがあるからだと思われます』
　
『あー、なるほど、例えば、具体的には、どのようなメリットがあるのでしょうか？』

『はい、たとえばですが、よく言われているのが、理念づくりに取り組んで理念が明確化されていると』

『①企業経営・事業活動の際の判断のよりどころになる』





『②迷ったときの判断基準になる』







『③社内ルール、行動指針の土台になる』












[image: ][image: ][image: ][image: ]








『④スタッフ・社員間の一体感醸成、意識共有・モチベーションアップになる』







『⑤自社にマッチする人財に巡り合いやすくなる』





『⑥社外に公表することでお客様へのアピール・ブランディングになる、などと言われていますね』
　
『なるほど、たしかに、それは大きなメリットですよね』
　
『はい、そう思います』

『とはいえ、実際、これらに取り組むにはかなりの時間と労力がかかります。
　また、これさえつくればあとは何でもうまくいくということはありませんので、たくさんある手段の一つ、経営手法の一つに過ぎないという現実も知っておく必要がありますね。
　なんとなく、カタチだけ整えても、あまり意味がないという可能性もあります』
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『なるほど、たしかに、そうですよね。そうしましたら、実際に作ってみたいと思ったら、
何から、どのような順番で取り組んでいくものなのでしょうか？』





『はい、そのあたりについても、色々な考え方があるようですね。会社様の状況に合わせて、自社に合う進め方、やり方が良いと思いますね。たとえばですが』




『上記の、企業理念、経営理念、ビジョン、ミッション、バリュー、クレド、パーパス、フィロソフィなどについて』





『まずは、いくつか定義を調べてみて、その中で作ってみたいと思ったものを選び出してみると良いかもしれません。いきなり全部作るのは大変ですので』
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『そのうえで、たとえば、まずは、イメージに合う言葉を、短い単語で集めてみるという方法があります。
初めから文章で作るのは大変なので、まずはハードルを下げてみるのが良いかもしれません。
そのうえで、単語をつなぎ合わせて、少しずつ文章にしていくと良いかもしれません』

『ほかには、他社を調べてみる、他社の理念などを調べて、参考にさせてもらう方法もありますね。
　多くの企業様が色々な想いが込められた理念を作っておられますので、とても参考になりますよ』


『あと、一人で作るというよりは、みんなで一緒につくったり、役割分担をしたり、社内アンケートをつくったり、みんなで作りこんでいくのもオススメですね。一部の人達だけで作るよりも、みんなで部分的にでも分担して作った方が、参加意識も芽生えますよね』


『それと、一度作ったら変更してはいけないということはないと思いますので、まずは、作ってみて、さらに時間をかけて磨き上げていく、という方法もあると思います。
　一度作ったら変更しないというよりは、まずは作ってみて、さらに時間をかけて磨き上げていく方が、より良いものができやすいのかなと思います』
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『なるほど、よくわかりました。さっそく取り組んでみたいと思います。
　ありがとうございます。がんばります』





＜参考＞
「理念をつくって共有したい・・・」
「どうすれば良いかわからない・・・」
「何から始めれば良いかわからない・・・」
というよくあるご相談についての物語をマンガ形式でお伝えしました。
　色々な考え方があるところですので、一概には何とも言えませんが、あくまで一つの考え方として、意見交換のためのお題などにご活用いただけましたら幸いです。
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